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を
そ
の
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の
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で
全
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を
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ち
上

げ
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る
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）
で
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事
が
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わ
れ
、

工
事
見
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会
で
は
、
そ
の
工
法
の
珍
し
さ
か

ら
一
目
見
よ
う
と
、
た
く
さ
ん
の
見
学
者
が
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れ
ま
し
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。

に
は
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本
産
の
丈
夫
な
イ
グ
サ
が
使
用
さ
れ

て
い
ま
す
。
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た
、
床
の
間
に
は
、
細
川
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り
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ろ

元
内
閣
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理
大
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自
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の
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け
軸
が
飾
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に
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所
「
山
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は
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梅
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が
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。
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和
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で
も
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こ
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。
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縣
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で
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た
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は
椿
と
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た
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な
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な
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、
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下
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文
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や
歴
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・
文
化
遺
産
を
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め
、

様
々
な
教
育
機
関
や
個
性
あ
ふ
れ
た
博
物
館
、
美
術
館
な
ど
が
多
く
存
在
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ま
す
。
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は
、
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涯
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の
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、
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っ
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。

今
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目
白
台
・
関
口
地
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の
観
光
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あ
る
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江
戸
川
公
園
と
そ
の
周
辺
地
域
の
魅
力
を
紹
介
し
ま
す
。

﹁
文
教
の
ま
ち
﹂文
京
区

緑
と
歴
史
の
ま
ち
づ
く
り

　
　〜
熊
本
県
と
縁
が
深
い
、新
江
戸
川
公
園
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聲
閣
〜
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産
を
は
じ
め
、

様
々
な
教
育
機
関
や
個
性
あ
ふ
れ
た
博
物
館
、
美
術
館
な
ど
が
多
く
存
在
し
ま
す
。

区
で
は
、
生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
芸
術
・
観
光
・
国
際
交
流
の
分
野
を
推
進
す
る
た
め

「
文
京
区
ア
カ
デ
ミ
ー
推
進
計
画
」
の
も
と
で
、
近
隣
の
観
光
施
設
等
と
連
携
し
、
地
域
全
体
の
魅
力
発
信
を
図
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
目
白
台
・
関
口
地
区
の
観
光
資
源
で
あ
る
新
江
戸
川
公
園
と
そ
の
周
辺
地
域
の
魅
力
を
紹
介
し
ま
す
。

﹁
文
教
の
ま
ち
﹂文
京
区

緑
と
歴
史
の
ま
ち
づ
く
り

　
　〜
熊
本
県
と
縁
が
深
い
、新
江
戸
川
公
園
と
松
聲
閣
〜

今昔の松聲閣の様子。古い資料をもと
に当時の雰囲気を感じさせる改修が行
われたのがわかる（上：永青文庫所蔵 
写真集「細川侯高田邸新御殿  大正15
年６月落成」より　下：現在の松聲閣）
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5

り
、
北
は
現
在
の
京
急
本
線
の
北
品
川
駅
か

ら
南
は
青
物
横
丁
駅
周
辺
ま
で
の
旧
東
海
道

沿
い
一
帯
に
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。
天
保
の

頃
の
宿
場
内
は
１
６
０
０
軒
の
建
物
が
並
び
、

住
民
は
７
０
０
０
人
に
も
の
ぼ
り
、
活
気
あ

る
ま
ち
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
そ
し
て
参
勤
交
代
の
大
名
や
毎
年
下
向
す

る
勅
使
・
院
使
が
通
行
す
る
た
め
、
旅
籠
屋

だ
け
で
な
く
本
陣
、
脇
本
陣
も
整
備
さ
れ
、

幕
府
関
係
の
公
用
文
書
・
手
紙
や
荷
物
を
運

ぶ
御ご

状じ
ょ
う

送
り
も
宿
場
と
し
て
重
要
な
仕
事
で

し
た
。

　
ま
た
、
宿
泊
以
外
に
、
旅
行
の
休
息
や
江

戸
に
出
入
り
す
る
人
々
の
送
迎
の
社
交
場
と

し
て
も
に
ぎ
わ
い
、
江
戸
に
入
る
大
名
行
列

も
品
川
宿
で
休
息
し
て
身
支
度
を
整
え
た
と

　
品
川
宿
は
、
江
戸
幕
府
に
よ
っ
て
整
備
さ

れ
、
交
通
の
要
衝
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
ま

た
御
殿
山
や
品
川
浦
な
ど
に
囲
ま
れ
た
す
ぐ

れ
た
景
観
を
誇
る
場
所
と
し
て
、
当
時
、
人

気
の
あ
る
ス
ポ
ッ
ト
で
し
た
。

　
日
本
橋
か
ら
の
距
離
が
約
８
㎞
と
近
い
品

川
宿
は
、
江
戸
に
住
む
人
に
と
っ
て
は
気
軽

に
訪
れ
る
こ
と
の
で
き
る
遊
興
地
で
も
あ
り
、

御
殿
山
の
桜
や
海
の
眺
め
な
ど
の
見
所
も
多

く
、
潮
干
狩
り
の
場
と
し
て
も
、
江
戸
庶
民

に
と
っ
て
日
帰
り
の
行
楽
地
と
し
て
も
絶
大

な
人
気
を
誇
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
東
海
道
の
江
戸
か
ら
最
初
の
宿
場

で
あ
る
品
川
宿
は
目
黒
川
を
挟
ん
だ
北
品
川

宿
と
南
品
川
宿
、
享
保
７
年
（
一
七
二
二
）

に
独
立
し
た
歩か

行ち

新し
ん

宿し
ゅ
く

（
北
品
川
）
か
ら
な

広報担当おすすめスポット

“わたしのまち”
品川区

平
成
27
年
度
よ
り
「
わ
！
し
な
が
わ
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
区
の
さ
ま
ざ
ま
な
魅
力
を
発
信
す
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展
開
し
て
い
る
品
川
区
。
区
内
に
は
江
戸
時
代
よ
り
人
と
物
が
行
き
交
っ
て
い
た

東
海
道
が
通
り
、
江
戸
を
出
て
ひ
と
つ
め
の
宿
場
で
あ
る
品
川
宿
が
あ
り
ま
す
。

毎
年
秋
に
は
品
川
宿
周
辺
で
は
宿
場
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
、
た
く
さ
ん
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

今
回
は
、
当
時
の
扮
装
で
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
る
江
戸
風
俗
行
列
や
、
お
い
ら
ん
道
中
な
ど
、
江
戸
情
緒
を
感
じ
さ
せ
る

し
な
が
わ
宿
場
ま
つ
り
を
取
り
上
げ
、「
わ
！
」
と
お
ど
ろ
く
区
の
魅
力
を
紹
介
し
ま
す
。

江
戸
時
代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ

　
　〜
わ
！ 

な
つ
か
し
い
！ 

東
海
道
品
川
宿
で
歴
史
を
感
じ
よ
う
〜

人・物・情
報
が
集
ま
る
ま
ち
品
川
宿

しながわ宿場まつりの様子。大名や武士、町娘
などに扮した江戸風俗行列は必見。あわせて、
交通安全を呼びかけるパレードもおすすめ

江戸時代の風情を感じさせる商店街。品川
宿周辺には、昔の面影を残す場所も多い
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文
京
区
は
、
夏
目
漱
石
や
小
泉
八
雲
、
細

川
家
の
ゆ
か
り
の
地
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
熊
本
県
と
共
通
の
文
化
や
歴
史
資
産
に

恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
区
は
文
化
・
歴
史
・
観

光
・
広
報
な
ど
の
各
分
野
に
お
い
て
相
互
連

携
を
図
る
こ
と
と
し
、
平
成
27
年
10
月
21
日

に
熊
本
県
庁
に
お
い
て
熊
本
県
・
熊
本
市
・

新
宿
区
と
文
京
区
の
４
者
間
で
「
文
化
と
歴

史
を
縁
と
す
る
包
括
協
定
に
関
す
る
覚
書
」

が
締
結
さ
れ
ま
し
た
。

　
4
月
に
発
生
し
た
熊
本
地
震
で
は
、
文
京

区
は
こ
の
覚
書
を
締
結
す
る
熊
本
市
か
ら
の

要
請
に
よ
り
、
支
援
物
資
を
輸
送
し
ま
し
た
。

　
区
で
は
、
新
江
戸
川
公
園
及
び
松
聲
閣
の

整
備
に
あ
わ
せ
、
平
成
26
年
度
か
ら
区
内
大

学
や
公
園
周
辺
の
観
光
施
設
等
と
連
携
し
た

事
業
を
展
開
し
、
地
域
一
帯
の
観
光
の
魅
力

を
発
信
す
る
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
平
成
26
年
度
は
、
周
辺
地
域
の
魅
力
を
観

光
ガ
イ
ド
が
案
内
す
る
ま
ち
あ
る
き
ツ
ア
ー

の
特
別
編
を
実
施
し
、
平
成
27
年
度
に
は
、

区
内
大
学
の
ゼ
ミ
生
と
連
携
し
地
域
を
紹
介

す
る
「
目
白
台
・
関
口
お
さ
ん
ぽ
帖
」
を
作

成
・
配
布
し
ま
し
た
。
こ
の
冊
子
で
は
、
目

白
台
・
関
口
地
区
に
音
羽
ま
で
の
地
域
を
含

め
た
自
然
豊
富
な
庭
園
・
公
園
や
、
文
化
施

設
の
見
ど
こ
ろ
を
網
羅
す
る
コ
ー
ス
が
紹
介

さ
れ
て
い
ま
す
。
冊
子
の
中
で
は
、
学
生
が

自
分
た
ち
の
目
線
で
取
材
調
査
し
た
、
地
域

の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
富
ん
だ
魅
力
的
な
飲

食
店
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
事
業
最
終
年
度
と
な
る
平
成
28
年
度
は
、

10
月
２
日
（
日
）
ま
で
新
江
戸
川
公
園
に
隣

接
す
る
永
青
文
庫
で
企
画
展
「
歌
仙
兼
定
登

場
」
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
企
画
展
に
合

わ
せ
て
実
施
さ
れ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
も
注
目

を
集
め
て
い
ま
す
。
松
聲
閣
で
は
９
月
19
日

（
月
）
ま
で
、
若
者
に
人
気
の
オ
ン
ラ
イ
ン

ゲ
ー
ム
「
刀
剣
乱
舞

－

Ｏ
Ｎ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

－

」

の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
『
刀
剣
男
士
歌
仙
兼
定
』

の
等
身
大
パ
ネ
ル
と
、
刀
剣
展
示
記
念
イ
ラ

ス
ト
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
ほ
か
に
も
、

８
月
20
日（
土
）か
ら
９
月
19
日（
月
）ま
で
目

白
台
・
関
口
周
遊
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の
企
画

な
ど
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
来
訪
客
の
回
遊

性
を
高
め
る
取
組
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

あ
わ
せ
て
、「
津
和
野
町
と
文
京
区
に
お
け

る
相
互
協
力
及
び
災
害
応
援
に
関
す
る
協

定
」
及
び
「
森
鷗
外
ゆ
か
り
の
地
津
和
野
町
、

北
九
州
市
及
び
文
京
区
に
お
け
る
文
化
振
興

及
び
地
域
活
性
化
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結

す
る
島
根
県
津
和
野
町
を
通
じ
て
、
飲
料
水

の
支
援
も
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
区
役
所
や
松
聲
閣
な
ど
で
義

援
金
を
受
け
付
け
、
被
災
地
へ
被
災
建
築
物

応
急
危
険
度
判
定
や
罹
災
証
明
発
行
の
た
め

の
職
員
を
派
遣
す
る
な
ど
、
一
日
も
早
い
復

興
に
向
け
た
積
極
的
な
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。

文京区
広報担当おすすめスポット

“わたしのまち”

新
江
戸
川
公
園
周
辺
地
域
の
魅
力
創
出
事
業

 新江戸川公園と周辺地域のこれから

平成27年10月21日、熊本県庁にて熊本県・熊
本市・新宿区の４者間による「文化と歴史を縁
とする包括連携に関する覚書」を締結した

東京都トラック協会文京支部を通じて手配した
トラック２台により支援物資の輸送を行った。

文
京
区
と
熊
本

　公園の名称も、庭園の成り立ちを尊重し
た名称に変更されます。永青文庫や近隣町
会による選定委員会が設置され、今年７月
から公募を開始し、10月には新名称が発
表される予定です。来年３月中旬の改名式
典では、熊本復興支援イベントも開催する
予定です。
　また、今後は、第二庭園や樹林部、周辺
道路の整備などを行う予定です。東京オリ
ンピック・パラリンピックの開催に合わせ、
多言語に対応した案内板等も設置され、平
成29年度に全ての工事が完了します。
　新たな公園として整備が進む新江戸川公

園と周辺地域のまち歩きは、私たちに尽き
ない魅力を見せてくれることでしょう。

28年９月19日まで、新江戸川公園「松聲閣」では、
『刀剣男士歌仙兼定』の展示を実施している
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